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ピッツバーグ大学での JAL 出張セミナー開講の試み 
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国立新美術館の美術資料室の谷口と申します。

私からは、JAL2016 の一環として 2016 年 10 月

17 日にアメリカのピッツバーグ大学で実施した

出張セミナーの概要と、そこで得た成果・課題を、

報告させていただきます。【スライド 1】 

 

はじめに―JAL 出張セミナーの目的 

今回の出張セミナーは、あくまでもケース・ス

タディとしての小規模な試みでした。では、何を

目的としたケース・スタディなのか。 

まず前提として、JAL プロジェクトとは、海

外の日本美術資料専門の司書あるいは研究者を

日本に招聘して、国内の関係諸機関において 10
日前後の研修ならびに交流事業を行うというコ

ンセプトのプロジェクトです。つまり、「海外か

ら日本に来てもらう」プログラムであり、また、

事前準備として主宰者である水谷長志氏が研修

者の元に赴いてヒアリングなどを行うという仕

組となっています。 

ところが JAL2014、2015 の後に「日本から海

外に行く」」流れ、つまり、JAL プロジェクト実

行委員会の委員が海外でセミナーを実施したり、

また、実行委員が海外の日本関係の図書館を視

察・現状を把握したり等々といったことも必要な

のではないかという意見が、研修生および実行委

員自身からも提出されました。しかし、JAL プ

ロジェクトは文化庁の助成を受けた継続プロジ

ェクトであることもあり、枠組み自体を大幅に変

えることは難しいという事情がありましたので、

今年度、小規模な出張セミナーを実験的に行って

みようということになったのです。JAL2016 の

参加者でもあり、日本研究が盛んなピッツバーグ

大学のグッド長橋広行氏のご協力が得られたた

め、同氏の元に事前ヒアリングに伺う際に、同大

学博士課程の大学院生を対象とした出張セミナ

ーを行うことにしました。 

以上のように、出張セミナーの第 1 の目的は、

JAL2014、2015 で出された意見に対する回答と

してのケース・スタディを行うということでした。

また、第 2 に、ポスト JAL プロジェクトの視座

を模索する意味合いもあったと思います。今年で

一旦区切りを迎える JAL プロジェクトですが、

このタイミングで今後の新しい展開を考えてお

きたいということです。【スライド 2】 

 

ピッツバーグにて―視察とセミナーの概要 

そのようなわけで、出張セミナー実行部隊は、

2016 年 10 月 15 日に日本を発ち、18 日までアメ

リカのペンシルベニア州のピッツバーグ市に滞

在しました。日本より一足先に秋が訪れていたピ

ッツバーグは、森に囲まれた自然の多い、とても

美しい街でした。かつては工業都市として知られ

ていましたが、今は、ピッツバーグ大学、カーネ

ギー・メロン大学を擁する学術都市であり、スラ

イド左上の写真の高層建築は、2 つの大学がある

オークランド地区のランドマークにもなってい

るピッツバーグ大学のメイン校舎「学びの聖堂

（Cathedral of Learning）」という、1934 年に

建てられたゴシック・リバイバル様式の建物です。

中に入るとこのように学生が至るところでノー

トやモバイル PC を開いて静かに勉強をしてお

り、何というか、私までも「ちゃんと勉強しない

といけないな」と思わせられるような空気があり

ました。【スライド 3】 

 

スライドの写真は、少しだけ時間的余裕があっ

た 2 日目の 16 日に、グッド長橋氏の奥様で、や

はりピッツバーグ大学図書館の司書をされてい

るグッド和代氏のご案内で、ピッツバーグ郊外に

あるフランク・ロイド・ライトの建築を訪ねた際

の写真です。この写真を見ながら、今回の出張セ

ミナーの実行部隊のメンバーをご紹介させてい

ただきます。まず真ん中の写真は、JAL プロジ

ェクト実行委員会事務局長の水谷さん。水谷さん

が佇んでいらっしゃるのは、（Polymath Park 
Resort という場所に移築された）ダンカン・ハ

ウス（Duncan House）というフランク・ロイド・

ライトが計画したプレハブ住宅の前です。ここに

は 3 つの建築が移築されており、ツアーで見学で

きるようになっていました。また、右上のかの有

名な落水荘（Fallingwater）で記念撮影している

のは、実行委員である東京文化財研究所の山梨絵

美子氏、そして私、谷口です。【スライド 4】 

 

137



 

もちろん、遊びに行ったわけではありません

（笑）視察とセミナーもちゃんと実施しておりま

す。 

左上の写真は 17 日のセミナーの前に見学させ

ていただいたピッツバーグ大学のヒルマン・ライ

ブラリー（Hillman Library）の建物で、この中

に東アジア図書館（East Asian Library）があり

ます。右上の写真はヒルマン・ライブラリーの特

別コレクションの部屋です。また、右下の写真は、

ヒルマン・ライブラリーとは別の建物にあるヘン

リー・クレー・フリック美術図書館（The Henry 
Clay Frick Fine Art Library）です。展示ギャラ

リーや中庭などもある非常に美しい建物で、閲覧

室に入るとこの写真のようにアンティークな印

象の開架スペースがあります。 

なお、我々が訪問した際、ヒルマン・ライブラ

リーでは大掛かりな図書の移動がおこなわれて

おり、紙の書籍を大量に外部の倉庫に移し、学生

のための研究スペースを拡張するという話でし

た。グッド氏のご説明によると、現代のアメリカ

の大学の特に学部生は、オンライン・データベー

ス、電子ジャーナルを使うことが多く、紙媒体の

図書はあまり使わなくなっているようで、したが

ってこのような紙媒体の書物を外に出して学生

のための研究スペースを広く取るという形の整

備を行うところが増えているという話でした。か

なり衝撃的な状況ですね。そのような図書館機能

の変質は、日本の現状ではまだまだ考えられない

事態ですが、アメリカで起きていることは 10 年

後の日本で起きることだという話もあるので、そ

のつもりで見ておくべきだろうと感じました。

【スライド 5】 

 

さて、メインの出張セミナーは、2016 年 10
月 17 日（月）13～16 時、実施場所はピッツバー

グ大学ヒルマン・ライブラリーの中の研修室のよ

うなところで実施しました。講師は、先に述べた

水谷さん、山梨さん、そして谷口の 3 名です。一

方、参加者は、司書の方が 2 名と、日本美術専攻

の博士課程の学生が 3 名の合計 5 名と、かなり

小規模なセミナーです。【スライド 6】 

 

最初、水谷さんが、JAL プロジェクトの主旨、

2014 年～16 年の 3 年間の歴史について、このプ

ロジェクトを計画するに至った経緯を含めてご

説明されました。このお話を伺って、私自身も、

水谷さんにとっての JAL プロジェクトがいわば

ライフ・ワークの集大成のようなものなのだとい

うことを改めて知ることができました。それから、

山梨絵美子氏が、戦前期の美術研究所時代からの

蓄積がある東京文化財研究所の歴史、それから東

文研サーチについてのご説明をされました。ご存

知の通り、東文研は日本で最も古い美術図書室で

あり、アーカイブズです。そして私が、国立新美

術館美術資料室の活動、特に力を入れている展覧

会カタログの収集と発信事業について、また、私

自身が日本近代美術史を専門にしているので、そ

の分野の研究者が初動調査に使うツールや、それ

をどのように使うかという事例をお伝えしまし

た。【スライド 7】 

 

3 名の話が終わった後、軽い休憩をとり、その

後、ディスカッションに入ったのですが、アメリ

カの博士課程の学生の方々の生の声を聴くこと

ができ、私にとっては非常に貴重な時間となりま

した。 

なお参考までに、3 名の博士課程の学生さんた

ちのご専門は、それぞれ日本美術史の中でもかな

りマニアックな分野で、写真一番手前のリー・ジ

ュングエン（Jungeun Lee）さんは足利義教の装

飾品などの東山御物の研究、次のキャロライン・

ワグーラ（Carolyn Wargula）さんは、昨年の

JAL2015 の研修生でしたのでご存知の方も多い

かと思いますが、繍仏・舎利容器・舎利荘厳の研

究、そしてその次のエリザベス・シェルフ

（Elizabeth Shelf）さんは浅井三姉妹を通して

見る近世における女性のアイデンティティと芸

術の関係性の研究ということでした。私自身専門

が違うため、彼女たちの専門の話を伺ってもなか

なかついていけない状況で、アメリカの日本美術

史研究の専門分化状況に驚きました。なお、写真

の奥に写っているのが、今年度の JAL プロジェ

クトに研修生として参加してくださっている司

書のグッド長橋氏です。また、途中退席されたた

め写真には写っていませんが、もう 1 名司書のケ

イト・ジョランソン（Kate Joranson）氏が参加

してくださいました。【スライド 8】 

 

日本側への要望を踏まえてできることは？ 

セミナーを終えた後、学生さんたちと指導教授

のカレン・ガーハート（Karen Gerhart）先生も

合流されて懇親会を兼ねた食事会をしましたが、

セミナーと懇親会を通じて学生さんたちから提

出された希望を簡単にまとめると次のようなも
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のでした。 

 

【作品画像・文献の入手について】 

 高解像度画像をダウンロードしたい 

 展覧会カタログがもっと見たい 

 研究論文をもっとたくさんデジタル化

してほしい 

 日本美術の研究情報がマッピングされ

たポータルがほしい 

 

【言語の問題について】 

 英語の参考文献がほしい 

 美術用語の翻訳支援システムがほしい 

 

まず、美術史の研究に欠かせない作品画像の入

手、また研究論文の入手について。JAL2014、
2015 でも提出されていたおなじみの意見が出ま

した。 

高解像度の作品画像をインターネット上で入

手することが難しい状況については、山梨氏より、

日本の著作権法の問題だけなく、たとえ著作権が

切れた作品であっても所蔵者である寺社が不特

定多数に作品画像を公表することを厭う場合が

あることなど、日本特有の歴史的経緯に基づいた

状況の説明がありました。 

また、展覧会カタログの特に新しいものがなか

なか閲覧できないという意見については、谷口が、

ほとんど灰色文献といっても過言ではない日本

の展覧会カタログの特殊な流通のあり方につい

て説明し、国立新美術館が毎年実施している海外

拠点機関に対する日本の展覧会カタログ寄贈プ

ロジェクトである JAC（Japan Art Catalog）プ

ロジェクト1の紹介と、アメリカの拠点機関の紹

介を行いました。皆さん、JAC プロジェクトの

ことをご存じなかったので、アメリカでの周知が

もっと必要だと反省しております。 

それから、研究論文のデジタル化に関する要望

については後ほど取り上げます。また、インター

ネット上に点在するさまざまなデータベースを

見つけ出すことの難しさの指摘と、そうしたもの

を見つけやすくする研究ポータルがぜひ欲しい

という要望がありましたが、これについても後ほ

ど触れます。【スライド 9】 

 

次に、言語の問題について。ある程度日本語が

できる博士課程の学生の方々からの要望だとい

うことを考慮すべきですが、英語の参考文献がも

っとほしいということと、それから、美術用語の

翻訳支援システム、たとえば東京大学史料編纂所

の応答型翻訳支援システム 

（http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/）の美術

用語版のようなものがあればありがたいという

意見がありました。【スライド 10】 

 

以上を踏まえて、著作権法の改正などを経なく

ても比較的早く着手できそうな課題は次のよう

なものではないかと思います。 

第 1 の課題は、先に述べた日本美術研究に関す

るポータルの立ち上げです。ワンストップ型の横

断検索システムなどがあれば一番良いのですが、

そこまでいかずとも単に必要なデータベースの

リンク集でも構わないのではないかと思います。

類似のものは大学の美術史学科のサイトなどに

すでにないこともないのですが、それらの問題は

長期的なスパンで維持管理がなされにくいとい

う点にあります。作るだけならば比較的楽かもし

れませんが、その後、定期的に内容を更新し続け

ていくのは難しいものですので、どの組織が主催

するのか、美術館なのか、それともアート・ドキ

ュメンテーション学会や全国美術館会議のよう

な組織なのか、日本を拠点にすべきなのか、それ

とも海外に拠点を置くべきなのかといった体制

面をよく考慮すべきでしょう。 

また、こうしたポータルを作るに当たって、日

本人が良いと思うものを作るとガラパゴス化し

てしまいますので、海外の日本美術研究者と協力

し、国内外のニーズを反映した方が良いという指

摘が、ピッツバーグ大の学生さんたちから出まし

た。たしかに、私もそうですが、日本で研究をし

ていると、海外のニーズが見えないことがありま

す。ピッツバーグ大の博士課程の学生の方々の話

を伺っていると、日本研究の一部として日本美術

研究が行われているだけあって、日本で比較的盛

んな様式研究や図像研究に基づく作品論のよう

な研究スタイルではなく、美術と社会との接点を

射程に入れて最終的にはある時代の日本文化の

本質を考察対象としていくような、文化論・文明

論的な研究が多い印象でした。そうしたある種大

振りなスタイルの研究は、日本国内においては逆

に難しいものです。要するに、日本国内で行われ

る日本美術史研究と、海外で行われる日本美術史

研究では、研究のスタンスや目的がかなり異なっ

ている可能性が高い。今回はアメリカでしたが、

それ以外の国ではまた、違ったスタイルになる可
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能性があります。ですから、ポータルを作る上で

は、日本在住の日本人研究者と、海外で日本美術

を研究している研究者とのスタンスや研究目的

の違いのようなものも考慮する必要があり、その

意味でも国内の日本人だけで考えない方が良い

ということが言えるでしょう。 

第 2 の課題は、日本美術および日本研究・日本

学を専門とする大学教員や司書に対し、定期的な

情報提供をすることです。ピッツバーグ大の学生

が一番よく使う日本のデータベースは東京大学

の史料編纂所のデータベースということで、話を

伺うと、指導教授の先生が一番よく使っていらっ

しゃるデータベースだから学生さんたちも使う

ようになったという経緯があるようでした。一方、

国文学研究資料館のデジタル・アーカイブなどは

存在も知られていませんでした。以上のようなケ

ースから、学生に対する影響力が大きい大学教員

や日本研究・日本学の司書に対して定期的に情報

を発信することが、一番効率のよい情報提供かも

しれないと思った次第です。 

そして第 3 の課題は、大学だけでなく美術館も

機関リポジトリを立ち上げた方が良いというこ

とです。西洋美術館が今年、国内美術館としては

初めて機関リポジトリを構築しましたが、他の美

術館も足並みをそろえて、紀要論文などを公開す

ることが良いのではないかと思います。将来的に

可能なら、自主企画展のカタログ論文なども公開

できると、おそらく学芸員にとってもメリットが

大きいように思います。ただ、西洋のオールドマ

スターを扱うことの多い西洋美術館とは異なり、

近現代美術を扱う他の美術館では論文の挿図の

著作権問題がどうしても出てきてしまいますが、

ピッツバーグ大の学生さんたちに聞くと、たとえ

挿図がなくても文章だけでも公開されている方

が有り難いとのことでした。 

以上が、出張セミナーによって得た具体的な課

題です。【スライド 11】 

 

出張セミナーを終えて思うこと 

最後に出張セミナーを終えて思うことを述べ

ます。 

まずは美術館の資料部門の担当者として思う

こと。今回のセミナーのよかった点として、海外

の日本美術史専攻の大学院生の研究環境、また、

日本美術史の教員・日本学の司書の指導体制を垣

間見ることができた点があげられます。時間的に

十分とは言い難かったのですが、「百聞は一見に

如かず」です。実際に資料を使って研究が行われ

ている現場に行ってみてはじめて、体感としてわ

かることは確実にあります。 

そして反省点ですが、やはり複数の大学、それ

もできれば異なる国で、同種の試みを何度か行う

必要があると思います。おそらくアメリカの研究

環境は世界でも先進的だと思いますので、それだ

けを基準にしているとサンプルが少なすぎます。

また、一応「セミナー」というこちらが教えに行

く形をとったのですが、私としてはもう少し情報

交換のワークショップのような相互に教え合う

対等な形の方が良いのではないかという気がし

ました。アメリカの日本美術研究専攻の大学院生

が、初動調査をどのように行い、どの程度までた

どり着けるのか、何が足りないのかという具体的

なことが、私にとってはまだ不透明です。ですか

ら、たとえば博士課程の学生と一緒に、彼らの環

境を使って、日本美術の特定主題について調査し

てみて、どのようなところで躓くのかを体験した

り、調査のノウハウをお互いに共有したりしてみ

る。できれば中国美術の特定主題についても同じ

ことを実施し、研究環境を比較してみる。そうし

た試みによって、何が足りないのかをより具体的

に明らかにすることが出来るのではないかとい

う気がしました。 【スライド 12】 

 

次に、私自身は日本美術史の研究者でもありま

すので、研究者としての立場から出張セミナーを

終えて思うこともありました。 

まず、とにかく焦りを感じました。その焦りと

いうのは、日本研究・日本学およびその下にある

日本美術研究の空洞化が、かなり深刻なのではな

いかという点に対するものです。そして、この問

題は、コンテンツに関わる問題であるがゆえに、

司書などの美術資料を扱う方々だけで解決でき

るものではなく、コンテンツを作る側の日本美術

研究者も一緒に真剣に向き合うべきではないか

と思いました。ピッツバーグ大学で伺った話では、

同じ東アジア圏の中国、韓国と比べ、日本はデジ

タル化されたリソースが圧倒的に少ないとのこ

とです。さきほども触れたように、アメリカの学

部生レベルでは紙媒体の本よりもデータベース

やオンライン・ジャーナルを中心に研究を進める

学生が多いため、その環境が整っていない日本研

究・日本学分野はどうしても敬遠されるようです。

こうした状況を打開するためには、おそらく大学

や研究機関がオープンアクセスの紀要論文など
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を公表するだけでは十分ではなく、『美術手帖』

や『芸術新潮』といった商業雑誌のオンライン・

ジャーナル化が進まないとだめなのかもしれま

せん。 

私自身は、何でもかんでもデジタル化すればよ

いというものではないし、そもそもメディア変換

不可能なものがあるという前提で研究を続けて

います。たとえば私の専門の日本近代には、（創

作版画誌、前衛美術誌のように）デジタル画像だ

けでは研究できない資料も少なからずあります。

また、昔よりも資料にアクセスすることが楽にな

ったことで却って、誰もがアクセス可能な資料以

外の資料を発掘したり、足で稼いで調べたりする

ことが、より重要な時代になったとも思っていま

す。しかし、今回のセミナーで出会った博士課程

レベルの学生ならばともかく、初学者である学部

生に対して最初からそのようなレベルを要求し

ていると、日本研究・日本学の領域から別の領域

に人材が流出してしまうのだと反省しました。ま

ずは、初学者を学問領域に誘導できる環境づくり

が重要なのでしょうね。むろん、現状を打開する

ことは、司書や研究者の努力だけでも足りず、商

業雑誌なども巻き込んで進めなくてはならない

話ですのでそう簡単ではないですが…。 

それから、もうひとつは、日本における日本美

術や日本文化の研究者たちは「海外発信」という

ことを盛んに言うのですが、もっと戦略が必要な

のではないかということです。「海外発信」は正

直なところ、現在、各種助成金が付きやすいです。

そのためなのか、「海外発信のための海外発信」

ともいうべき安直な形骸化した事業も出てきて

しまうのですが、誰のために、どんな目的で、ど

のような方法で発信すべきなのかをもっと見極

める必要があるでしょう。先のポータル構築のと

ころでも言いましたが、そのためには国内の研究

者だけで考えていてもだめで、グローバルな研究

環境において必要とされるものをよく知り、踏ま

えることが必要です。助成金を取得して自己満足

のデータベース、デジタル・アーカイブを作るよ

うなことは即刻やめるべきでしょう。【スライド

13】 

 

最後に 

以上が、私が今回のセミナーで感じたことです

が、この出張を通じて、お忙しい中でさまざまな

アレンジメントをしてくださったグッド氏ご夫

妻には本当にお世話になりました。またピッツバ

ーグ大学の日本学研究室の皆様にも、こちらから

何か情報提供できたのか怪しいところはありま

すが、多大なるご協力を賜りました。この場を借

りて心よりお礼を申し上げます。とても有意義な

滞在でした。 

また、皆様ご清聴ありがとうございました。 

 

 

                                                   
1 国立新美術館が実施している JAC（Japan Art 
Catalog）プロジェクトは、海外では入手が非常に困

難な日本の展覧会カタログを、海外の日本美術研究の

拠点機関に寄贈する事業。1995 年、国際交流基金と「ア

ートカタログ･ライブラリー」を運営していた（財）国

際文化交流推進協会（ACE ジャパン）の共催事業とし

てスタートした。その後、2004 年 10 月に、「アート

カタログ･ライブラリー」の蔵書とともに、国立新美術

館（当時は建設準備室）に引き継がれた。当館が拠点

機関に毎年寄贈している展覧会カタログは、各寄贈先

の各機関で活用されているだけでなく、オンライン公

開カタログやユニオン・カタログに登録され、図書館

間相互貸借サービス（ILL）などによって、他の機関

でも活用されている。現在の拠点機関は、アメリカ拠

点がスミソニアン研究所フリーア美術館図書室、およ

びコロンビア大学エイヴリー建築・美術図書館、ヨー

ロッパ拠点がオランダのライデン大学東亜図書館、オ

セアニア拠点がシドニー大学フィッシャー図書館。 
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